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答 

い
わ 

き
り
　
　 

み
き 

よ
し 

文化の拠点 ふれあい文化センター 

市民スポーツセンター 

職
員
の
異
動 

平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
の
人
事
異

動
に
よ
り
、議
会
事
務
局
長
が
か
わ

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
新
）議
会
事
務
局
長 

 

吉
村
　
幹
夫 

（
前
）議
会
事
務
局
長 

 

（
三
月
三
十
一
日
付
退
職
） 

福
山
　
守
義 

平成１７年３月１８日付けで新しい会派、近未来春日塾が結
成され、次のとおり会派の構成が変更になりました。 

きん み らいかす が じゅく 

（○は代表者） 

○古賀　恭子 　谷　　成之 
　古川　詳翁 　武末　裕行 

○武末　哲治 　藤井　俊雄 
　塚本　良治 

会派がかわりました 会派がかわりました 

みらい 近未来春日塾 

会
派
視
察
報
告（
共
産
党
） 

会
派
視
察
報
告（
創
政
会
） 

6
月
議
会
日
程
予
定 

 

   

　
　
七
日 

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提
案
理
由
の
説
明
、議 

　
　
　
　 

案
の
考
案
） 

　
　
八
日 

休
会（
議
案
の
考
案
） 

　
　
九
日 

本
会
議（
議
案
質
疑
、委
員
会
付
託
） 

　
　 

　
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
十
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
） 

　
十
一
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
十
二
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
十
三
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
） 

         

　
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

　
十
四
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
審
査
） 

　
十
五
日 

本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
十
六
日 

本
会
議（
一
般
質
問
） 

　
十
七
日 

各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
採
決
） 

　
十
八
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
十
九
日 

休
会（
閉
庁
） 

　
二
十
日 

議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　 

　
各
常
任
委
員
会 

　
　
　
　 

（
閉
会
中
の
調
査
事
件
の
調
整
等
） 

二
十
一
日 

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決
） 

 

   

　
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の

日
程
で
視
察
・
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　
鎌
倉
市
と
渋
谷
区
で
は
、
建
築
物

等
や
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
に

係
る
紛
争
の
予
防
調
整
に
関
す
る
条

例
を
研
修
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
急

増
す
る
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
で
生
じ

て
い
る
問
題
を
近
隣
住
民
と
業
者
が

相
互
の
立
場
を
尊
重
し
、
互
譲
の
精

神
を
も
っ
て
自
主
的
に
解
決
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
条
例
で
行
政
が
紛
争

を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
紛
争
が
生

じ
た
時
は
、
あ
っ
せ
ん
や
調
整
を
行

な
う
と
い
う
も
の
で
、
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
町
田
市
で
は
子
ど
も
セ
ン
タ
ー｢

ば

あ
ん｣

の
運
営
と
町
田
市
子
ど
も
憲

章
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。｢

ば

あ
ん｣

は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
が
利
用
し
て
い
る
児
童
館
で
す
が
、

運
営
委
員
会
の
主
役
は
、
小
学
校
四

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
て

い
る
子
ど
も
委
員
会
で
、
遊
び
の
内

容
か
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
ま
で
子
ど
も

委
員
会
が
主
体
的
に
決
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

憲
章
も
、
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

と
な
っ
て
草
案
作
り
を
行
っ
て
作
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
「
子

ど
も
が
主
人
公
」
の
立
場
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。 

　
川
崎
市
で
は
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

制
度
を
研
修
し
ま
し
た
。
市
政
に
関

す
る
苦
情
処
理
で
あ
る
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
と
子
ど
も
や
男
女
平
等
に
関

す
る
市
民
の
人
権
侵
害
に
対
し
て
相

談
や
救
済
の
申
し
立
て
が
で
き
る
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
二
つ
の
制
度
が

あ
り
、
市
民
の
申
し
立
て
を
簡
易
迅

速
に
処
理
し
、
公
正
・
中
立
な
立
場

か
ら
監
視
、
市
の
機
関
に
勧
告
し
た

り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
創
政
会
は
十
一
月
十
六
日
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
、
会
津
若
松
市
の
下

水
道
整
備
基
本
構
想
の
見
直
し
、
守

口
市
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大

津
市
の
学
校
自
由
選
択
制
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。
執
行
部
へ
資
料
提

供
し
情
報
の
共
有
化
も
図
っ
た
。 

　
会
津
若
松
市
で
は
平
成
十
四
年
三

月
県
の
下
水
道
整
備
構
想
の
見
直
し

に
伴
い
、
施
設
の
建
設
費
及
び
維
持

管
理
費
等
の
経
済
比
較
を
行
っ
た
上

で
集
合
処
理
区
と
個
別
処
理
区
の
区

域
設
定
の
見
直
し
、
整
備
区
域
に
適

し
た
事
業
の
選
択
の
見
直
し
を
行
い

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
に
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。
経
済
的
か
つ
効

率
的
な
整
備
法
に
つ
い
て
参
考
に
な

っ
た
。 

　
守
口
市
で
は
子
育
て
中
の
親
の
孤

立
感
や
不
安
感
の
解
消
を
目
的
に
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
市
民
保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
、
子
育
て

に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
共
に
、

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
養
成
講
座
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い
た
。
又
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
も
隣
設
し
て
い
て
、
子

供
の
一
時
預
り
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備

さ
れ
て
い
た
。
既
存
の
施
設
が
有
効

活
用
さ
れ
て
お
り
参
考
と
な
っ
た
。 

　
大
津
市
で
は
「
学
校
自
由
選
択
制
」

が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
と
、
児
童
生
徒
数
の

不
均
衡
改
善
を
目
的
と
し
、
小
・
中

学
校
の
新
入
生
を
対
象
に
通
学
路
の

安
全
が
確
保
で
き
教
室
に
余
裕
が
あ

る
場
合
、
希
望
す
る
学
校
を
自
由
に

選
択
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
多
い
学

校
で
十
数
名
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が

二
、
三
名
の
変
動
し
か
な
く
過
大
解

消
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
春
日
市
に

お
い
て
も
校
区
で
規
制
せ
ず
、
一
部

希
望
に
添
え
る
よ
う
試
み
て
は
ど
う

か
と
思
料
さ
れ
る
。 

 

    

か
ま
く
ら 

し 

あ
い 

づ

 

わ
か 

ま
つ 

し 

お
お 

つ

  

し 

ま
ち 

だ

 

し 

し
ぶ 
や

 

く 

か
わ
さ
き

し 

も
り

ぐ
ち

し 

市
民
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
て
も
時
代

の
変
遷
が
あ
る
の
で
タ
イ
ム
リ
ー
な

時
期
に
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

ご
提
案
の
研
究
チ
ー
ム
を
作
っ
て
早

め
の
対
応
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。 

　
②
市
長
―
四
十
億
円
程
度
の
事
業

費
を
見
込
ん
で
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
整
備
基
金
が
、
平
成
十
六
年

度
末
で
五
億
一
千
七
百
万
円
に
な
る

が
、
必
要
な
積
み
込
み
を
行
っ
て
建

設
に
努
力
し
た
い
。
教
育
長
―
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
や
利
用
者

ニ
ー
ズ
の
変
化
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
も
再
整
備
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
整
備
計
画
の
実
現
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。 

              

  

　
文
化
芸
術
の
具
体
的
な 

　
　
　
推
進
支
援
に
つ
い
て 

 

岩
切
　
幹
嘉 

議
員 

 

　
本
市
に
は
、
音
楽
を
は
じ
め

と
す
る
文
化
芸
術
を
育
て
、
そ

れ
を
市
民
に
活
力
と
し
て
、
安
ら
ぎ

と
し
て
、
心
が
輝
く
ひ
と
と
き
と
し

て
提
供
で
き
、
共
有
で
き
る
土
壌
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
こ
で
具

体
的
な
支
援
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。 

　
①
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

十
七
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。 

　
②
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館

十
周
年
の
事
業
計
画
と
そ
の
支
援
に

つ
い
て
。 

　
③
市
民
調
査
の
結
果
、
一
流
の
音

楽
、
美
術
、
芸
能
な
ど
に
ふ
れ
る
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が

断
然
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
学
校
、
地
域

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
生
演
奏

を
も
っ
と
多
く
届
け
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
④
全
庁
的
に
文
化
芸
術
の
意
識
を

広
く
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。 

　
①「（
仮
称
）
春
日
文
化
人
」

の
登
録
と
「
（
仮
称
）
春
日
市

文
化
百
選
」
の
発
行
の
た
め
の
情
報 

            

収
集
、
整
理
等
を
行
う
予
定
。 

　
②
独
立
し
た
法
人
の
事
業
計
画
で
、

そ
の
説
明
を
受
け
た
範
囲
で
の
回
答

に
な
る
が
、
地
元
音
楽
家
に
よ
る
小

学
生
を
対
象
に
し
た
和
太
鼓
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
を

計
画
。
開
館
十
年
の
歩
み
を
振
り
返

る
回
顧
展
の
開
催
、
記
念
誌
の
作
成

等
も
予
定
。 

　
③
子
供
の
頃
か
ら
文
化
芸
術
の
分

野
に
お
い
て
本
物
に
触
れ
る
機
会
や

環
境
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、
ご
提
案
を
受
け
止
め
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

　
④
文
化
芸
術
の
振
興
は
教
育
行
政

の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
春
日
市
民

に
と
っ
て
も
潤
い
や
豊
か
な
交
流
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、

今
後
さ
ら
に
文
化
芸
術
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。 

 

問 答 

定例会や委員会の開催日程などお知らせしています。 
市議会だよりや議長交際費の内訳も見ることができます。 

アドレスは、 
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/gikai/index.html


